
 

｢テクノ未来塾｣ 

20周年記念・新春京都フォーラム（第170回） 
 

 

 

未来を創る 

イノベータのアイデンティティ 

～あなたは、出る杭になるか、出る杭を育てるか、何もやらずに悔いを残すか～ 

 

（１３：３０～１５：００） 

 

講 師  竹林 一氏 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日 時  ２０１８年２月２４日（土）１３：３０～１７：３０ 

                                            （１３：００開場） 

        ●会 場  キャンパスプラザ京都 ３階 第３会議室 

                            

                        主  催 特定非営利活動法人「テクノ未来塾」 
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未来を創る 

イノベータのアイデンティティ 
 ～あなたは、出る杭になるか、出る杭を育てるか、何もやらずに悔いを残すか～ 

２０１８年０２月２４日（土） 

竹林 一 

 

 

 

 

自らへの挑戦！ 
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自己紹介 

■ オムロン（旧立石電機）入社 
  ・流通、駅務、新規事業におけるソフトエンジニア、ＳＥ 
   ・パスネット等鉄道大規模駅システムプロジェクトマネージャ 
  ・ＩＣカード・モバイル他新規事業立ち上げプロジェクトマネージャ 

■ オムロンソフトウェア代表取締役社長 
  ・ソフトウェア事業の構造改革 

■ オムロン直方代表取締役社長 
  ・会社の立て直し 

■ ドコモ・ヘルスケア代表取締役社長 
   ・新会社の立ち上げ 

■ オムロン ＳＤＴＭ推進室長（２０１７年０４月～ 

   ・新市場の創出 
   ＩｏＴの楽市楽座：センシングデータ流通市場 
 

 

 

          

竹林 一 
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恵比寿から大津 東海道歩いて帰ってみました 

  自分は 何の為に仕事をしているのか？ 

新しい社会システムを構築する 

エンジニアの目を輝かせる 
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企業は利益を追求するもんや 

それは人間が息をするのと同じや 

そやけど 

人間は息をするために生きてるんか。 

ちがうやろ。 

 
立石一真“出来ませんと言うな” 

湯谷昇羊著より 

私にとっての経営の原点 
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       イノベーションを生み出す人と組織をデザインする 

 

          ■ 何故イノベーション  

           ■ やりたいことを考えてみる 

           ■ モチベーションアップの仕組み創り 

          ■ イノベーションと人財 

          ■ 上司の役割 

          ■ 会社にあった価値創造の風土創り 

            
 

      

     

目次 
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         イノベーションを生み出す人と組織をデザインする 

 

          ■ 何故イノベーション 

           ■ やりたいことを考えてみる 

           ■ モチベーションアップの仕組み創り 

          ■ イノベーションと人財 

          ■ 上司の役割 

          ■ 会社にあった価値創造の風土創り 

            
 

      

     

目次 
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    ・まずはＨＯＷよりＷＨＹ 

     ・世の中がものすごいスピードで変化している 

     ・未来は過去の延長ではなくなってきた 

     ・未来は予測できない、なら自ら創ればいい 

     ・しかしいずれなくなるかもしれない 

       大きなシェアと既得権がある 

     ・既得権を自ら破壊できるか？ 

     ・考えてみた 

     ・結局行き着くところは変化を起こす 

      リーダシップと覚悟が必要 

    

そもそもなぜ 

イノベーションなのか？ 

そもそも なぜイノベーション？ 

議論 
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新たなイノベーションの創出 

コミュニケーション 

個人の力 

組織の力 

 Believe、Will、Think、Do 

 

モチベーション 

コミュニケーションのない組織にモチベーションはなく 

モチベーションのない組織からイノベーションは生まれない！ 

ワクワクする仕組みを組み込む 
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イノベーションは起きるのか こんなことは起こってない？  

年齢 ２２歳    ３０歳   ４０歳    ５０歳   ６０歳 

２０歳 ： 元気で能力が伸びる 

３０歳 ： 様子をみる 

４０歳 ： あきらはじめる 

５０歳 ： 定年を待つ  

重力が働く 

なにも考えていないと 

勝手に落ちていく 

能
力
の
伸
び 
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          イノベーションを生み出す人と組織をデザインする 

 

          ■ 何故イノベーション  

           ■ やりたいことを考えてみる 

           ■ モチベーションアップの仕組み創り 

          ■ イノベーションと人財 

          ■ 上司の役割 

          ■ 会社にあった価値創造の風土創り 

            
 

      

     

目次 
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 あなたは何がやりたいの？ 

I  Ｂｅｌｉｅｖ 

   I  Ｗｉｌｌ 

      I  ｔｈｉｎｋ  

         I  ｄｏ 
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•山伏やっ  

やりたいことを考えてみる 

本当にやりたいこと 
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刺激１００連発 

２０１７．１１．０７ 日経記事より 
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仕事を通して何がやりたいですか？ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

 

50 

 
100 

挑戦 
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自分のアイデンティティを考えてみる 

PI（パーソナルアイデンティティ） 
    自分自身の価値観を表現する。 

           ＹＤＫ 

 

    ・ＤＯＤ、ＧＣＯ、ＴＯＢ、ＵＯＥ・・・ 

挑戦 
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発信 

自然 

人 

仕事 感謝 

ＨＡＪＩＭＥ ライフビジネスモデル 

自然からエネルギーをもらう① 

②仕事をする 

③成功・失敗を経験 ④体系化する 

⑤講演会、出版等発信 

講演や出版に触れる⑥ ⑦やる気が出る 

⑧やる気のエネルギーを自然に還す 

私のＷｉｌｌ ライフモデルをデザインしてみました 

自然のエネルギーを循環させるのが仕事！！ 
・世の中にない新しい社会システムを創る 

・（社会を輝かせる）目が輝くエンジニアを創る 

エネルギー源 
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個人の力×組織の力 

同じ価値観で同じ方向へ向かう 

                     

   自己満足 

  モチベーション→ 

  

   

                 

   ともに幸せ 

  モチベーション↑ 

    

 

 

                  

   ともに不幸 

  モチベーション↓ 

   

                

     滅私奉公 

  モチベーション→ 

    

   

会社の成功（利益）→ 

←

個
人
の
成
功
（Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
） 

個人のＷｉｌｌと会社の利益 あなたはどこ？ 
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会社を超えたオープン・イノベーション 原点は個人のＷｉｌｌ 
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Ｗｉｌｌが生み出す究極の秘密結社型ビジネスモデル 
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Ｗｉｌｌが本気を引き出す！ 

■ 広告会社Ｈ社 伝説の営業マン 

 

 

■ 某大学教授の アンケート 

http://www.google.co.jp/url?url=http://lani-kai.blog.so-net.ne.jp/2011-01-17&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0CBwQwW4wAzgUahUKEwj0iomP9bHHAhUD1RQKHZiyAjc&usg=AFQjCNHxyrQ7eCX0t4MotHNlIqmpFI88ig
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①日経bizTech利益創造型プロジェクトへの３段階論法  
   著者：竹林 一 

②技術評論社ＪＡＶＡＰＲＥＳＳＴｈｅエンジニアコーチング  
   著者：小田 美奈子、上田 雅美、竹林 一 

③ＰＭＯ構築事例・実践法 
   著者：中村薫 編著 竹林 一 

その他出版 

 

 

④翔泳社プロジェクトマガジン 

   部下と上司とのギャップを埋める感情の「見える化」 

   著者：竹林 一 

⑤日本プロジェクトマネージメント協会 

  新しい時代の価値創造マネージメント 

  著者：竹林 一 

⑥未来を考える君へ：６５人の仕事選び 

  著者：竹林一他６４人  

  等など 

顧客トップへのアプローチ 出版も営業活動 
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昆虫採集 

企業の中に虫を見つける研究会 

     くれない虫 

     べき虫 

     きかく虫 

   （企画→聞書） 
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         イノベーションを生み出す人と組織をデザインする 

 

          ■ 何故イノベーション  

           ■ やりたいことを考えてみる 

           ■ モチベーションアップの仕組み創り 

          ■ イノベーションと人財 

          ■ 上司の役割 

          ■ 会社にあった価値創造の風土創り 

            
 

      

     

目次 
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モチベーション マネージメントは必要？ 

・会社や上司にモチベーションを上げてもらわなければならない人は、 

 プロとして失格。社会全体が幼稚化している証拠。 

・社員のモチベーションに配慮するという理由で、結果を出せていない 

 プロジェクトから外されただけでモチベーションが下がるというのは、 

 そもそもその人は本当の意味でプロフェショナルではないと判断せざる 

 をえない 

・サバンナの野生動物が「最近、モチベーションが上がらなくって・・・」等 

 と考えるはずはない。彼らは、ただひたすら必死でいきている。会社で 

 働くのも同じではないでしょうか？ 

 

     元ＬＩＮＥ株式会社代表取締役社長森川氏“シンプルに考える” 

      ２２「モチベーション」は上げないやる気のない人はプロ失格 

そもそも モチベーションアップの仕組みは必要か？  
議論 
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モチベーションアップの仕組みを考える前に知っておくべきこと 

弱気         強気 

陽
気 

 
 

 
 

陰
気 

あなたはどんなリーダについていきたいですか 
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自分自身を考える：影響を与えたメンター達 

経営戦略の師匠 

Ｔ 氏 

（Ａ社代表取締役） 

サービスの師匠 

Ｓ 氏 

（Ｗコンサル役員、教授） 

技術の師匠 

Ａ 氏 

（Ｏ社 研究所長常務） 

人生の楽しみ方師匠 

H 氏 

（Ｇ社代表取締役） 

人生楽しみ方師匠 

T 氏 

（大学の先輩、D社営業） 

EQの師匠 

O 女史 

（EQ、コーチングのプロ） 

勝負の師匠       Ｍ  
氏  

（元競輪チャンピオン） 

  マーケティング師匠 

 Ｋ 氏  

（カリスマコンサル） 

       自分に影響を与えた師匠たち 
         
         師匠（メンター）ＭＡＰ 
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あなたに影響を与えた８人の師匠（メンター） 

   

  あなたはどんな上司になりたいですか？ 挑戦 
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モチベーションアップの仕組み創り： やる気の見える化 

    やる気カーブによるモチベーションの見える化 

         ・ 自分自身のやる気を理解する 

         ・ 縦軸：やる気（相対値）/横軸：時間 
         

      １００ 

時間 

や
る
気
度 

０ 
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  ■やる気カーブ 

    

         

      １００ 

時間 

や
る
気
度 

０ 

何故この係で 

この仕事をしているのか？ 新しい係に配属 

仕事が一段落 

・やる気は変化する。（常にやる気が高いことがいいことではない） 
・やる気が変化するには理由がある。 

モチベーションアップの仕組み創り： やる気の見える化 
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あなた自身のこの１年のやる気カーブは？ 

・自分自身のやる気を理解する 

 

期間（１年） 

や
る
気
度 

挑戦 

モチベーションアップの仕組み創り： やる気の見える化 
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自分自身をデザインする 

 

あなたのモチベーションスイッチ 

エンジン始動させるスイッチ 

はなんですか？ 

ガソリンは補給できていますか？ 

挑戦 
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        イノベーションを生み出す人と組織をデザインする 

 

          ■ 何故イノベーション  

           ■ やりたいことを考えてみる 

           ■ モチベーションアップの仕組み創り 

          ■ イノベーションと人財 

          ■ 上司の役割 

          ■ 会社にあった価値創造の風土創り 

            
 

      

     

目次 
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  バラエティに富んだ人財を育成する 

 

起 承 転 結 

     価値を創造するにはバラエティに富んだ人財が必要 
 

                    “起承転結”人財モデル 

 

 

  起 ： ０から１を仕掛ける人材 

  承 ： １をN（１０、１００・・）倍につなげていく人材 

  転 ： N倍化の過程で第３者目線からレビューする人材 

  結 ： 最後に仕組みをきっちりオペレーションする人材 
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  バラエティに富んだ人財を育成する 

 

イノベーション                      

望遠鏡・創造力 

トライ＆エラー                                

オペレーション                      

顕微鏡・実行力    

ＱＣＤ                        

妄想設計   構想設計  機能設計    詳細設計 

アート    デザイン   サイエンス  クラフト 

                     社外人脈が多い        社内人脈が多い                     
 ２０３０年    ２０２５年    ２０２０年   ２０１７年                    
  コミュニティ     カンファレス    カンパニー                       

“起承転結”どちらも重要 

起 承 転 結 
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  バラエティに富んだ人財を育成する 

 

１．ベンチャー企業には“起承”人財が多い 

 

２．既存企業も創業当時は“起承”が多く、事業が成功するにつれ 

  “転結”が重要になってくる（増えてくる） 

 

３．アイデアソン、ハッカソンには既存企業の“起承”人財が集まる 

  が“転結”がいなければ ただの面白いアイデアに終わる 

 

４．既存企業とベンチャーとのコラボレーションには既存企業側に 

  “承”の人財が必要 

 

5.  協創には“承”人財（プロデューサ）が必要 

  ・妄想設計を構想設計に落とし込む 

大企業とか、中小企業とかの問題ではなく 

協創を生み出すのは人（承人財）の問題 
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         イノベーションを生み出す人と組織をデザインする 

 

          ■ 何故イノベーション  

           ■ やりたいことを考えてみる 

           ■ モチベーションアップの仕組み創り 

          ■ イノベーションと人財 

          ■ 上司の役割 

          ■ 会社にあった価値創造の風土創り 

            
 

      

     

目次 
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 二つのマネージメント 

１階部分 

既存事業の更なる収益化 

２階部分 

新しい価値への転換・創造 

１階と２階では経営スタイルが異なる！ 

 

イノベーション                      

望遠鏡 

創造力  

トライ＆エラー                               

オペレーション                      

顕微鏡 

実行力 

ＱＣＤ                              

起 承 転 結 
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顧客 

パートナ 

ＴＯＰ 

 

 

“起承転結”のバランスが新しい価値を創造する 

 

 起承転結型人財のバランスを見る 

起 承 転 結 
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 イノベータを育成する 

価値を創造する 

イノベータの裏には“たにまち：スポンサー”が必要 

■ やってみなはれ！ 

 

■ 世にいう２０％ルールの本質！！ 
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１．“承”を担うのは部長以上のトップマネージメント 

  の仕事ではないか。（K社社外取締役） 

 

２．“転結”を経験させ、資質のあるものを“承”人財として指名 

 （現場マネージャに拒否権なし）育成する。（T社チーフマネージャ） 

 

３．社長、役員はタニマチとして承”人財がつぶされないように 

  支援する。（H社副社長） 

    

４．社長になるまえに“起承転結”すべてを体験した。（De社社長） 

 

 5.  命運をかけた新規事業創出時、大量の“起”人財を中途採用。 

  “承”人財はトップからの号令で“転結”人財の中から資質のある 

  人財を指名（現場マネージャに拒否権なし）  （D社元役員） 

イノベーションを創出する“承”人財を育成する為に 

 

各社トップとのディスカッションを通じて 
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イノベータを育成する 

  “起承”人財はどうすれば育成出来るのか？ 

    

 ①“起承転結”のバランスはとれていますか？ 

  

 ②“起”人財・“承”人財は育成出来るのか？ 

 

 ③マネージメントの役割は何か？ 

 

  

 

“起承”人財を育成する為に 

 

議論 
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        イノベーションを生み出す人と組織をデザインする 

 

          ■ 経営の仕事  

           ■ やりたいことを考えてみる 

           ■ モチベーションアップの仕組み創り 

          ■ イノベーションと人財 

          ■ 上司の役割 

          ■ 会社にあった価値創造の風土創り 

            
 

      

     

目次 
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生産受託（ＥＭＳ）会社 

における価値創造！ 

会社にあった価値創造の風土創り 
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特徴的なデジタルファクトリーとして 

“社員の目が輝く会社を目指す” 

■お客様にとってなくてはならない 

■社員の目が輝いている 

■特徴を持ったデジタルファクトリーとして   

  ものづくりというサービスを提供する会社 

生産受託（ＥＭＳ）会社における価値創造 
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目からうろこ！！ 

電子機器受託生産会社（ＥＭＳ）は製造業ではなかった！！ 
ＥＭＳ：Electronics Manufacturing Service 

 

•■ 電子機器受託生産会社 

•  はサービス業、旅館と同じ 

 

•■ 社長は旅館の女将 

 

•■ お客様から学ぶ 

ものづくりサービス 
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■ 朝礼：お客様の評価やサービスの話 

■ 一会：全社員との昼食会 

■ 現場：そしてある日“スリッパが並びはじめた” 

顧客起点・サービス起点で現場と話し込む！ 

一流旅館にまけないサービスを提供！！ 
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月間ＭＶＰ：マケレレ（縁の下の力持ち）を探せ！ 

クロード・マケレレ Claude Makelele 

コンゴ民主共和国（旧ザイール）出身 

フランス国籍。元フランス代表 

リーグアン・パリ・サンジェルマン所属の 

サッカー選手。ポジションはMF 

1993-1997  ナント 

1997-1998  マルセイユ 

1998-2000  セイユ 

2000-2003  レアル・マドリード 

2003-2008  チェルシー 

2008-      パリSG（15位→16位→現在5位） 

  岩堀 禎廣氏 

月間ＭＶＰ：マケレレ（縁の下の力持ち）を探せ！ 

 モチベーション： マケレレを探せ 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4862560407/sr=1-1/qid=1227160617/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books&qid=1227160617&sr=1-1
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健康・医療サービス会社 

における価値創造 

 

 

会社にあった価値創造の風土創り 
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事業と共に人を創る！！ 

 
・ドコモ・ヘルスケアは新しい価値を創造し続ける事により、 
社会（お客様）にとってなくてはならない存在となる。 

・職場にはバラエティにとんだ人材が満ち溢れ、ひとりひとりの目が輝く会社を目指す。 
・ひとりひとりが「明るく」・「楽しく」・「元気よく」を合言葉に自らのスマートライフを実現する。 

 

「ドコモ・ヘルスケア 乗船宣言」 

我々は 

■新しい価値を創造し続ける事により 

■社会（お客様）にとってなくてはならない 

存在となる 

■バラエティにとんだ人材で満ち溢れ 

■ひとりひとりの目が輝いている 

会社を目指す 

 

健康・医療サービス会社における価値創造 
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健康を測るから、健康であり続ける仕組み 

を創造（ビジネス化）せよ！ 

 

健康サービス会社をデザインする 
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 モチベーション： ほめて育てる 

誉メール ＆ 誉める箱 

で上司、仲間が誉めあう文化を創る 

 

渋谷区・ドコモ・ヘルスケアは、先月から褒メールを行っている。 

これは、朝礼で上司が部下を褒めることである。 

竹林一社長は縁の下の人をほめる制度を作ったことで1人づつ輝いていくとコメント。 

 

シンクスマイルは、お互いの長所をほめあう褒めるバッジを送り合っている。 

新子明希社長は自分を見直すことができるとコメント。  

広島・東広島市の広島大学・入戸野宏准教授は昨年、 

幼い動物の写真を見ると集中力がアップすることを発表した。 

 堀尾アナは褒めることを久保田アナに対して行った。また、脳の活性化について紹介。 

 

    Nスタ2013-01-15(火) 16:53～19:00  
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• 縦横斜・上下使えるものはすべて使う 

    （上司の上司、隣の上司・・・） 

 

• 燃えやすいところから燃やし仲間を増やす 

 

• 外部からの意見をうまく使う 

  （外圧、メディア・・・） 

 

• 場所を変える 

  （第３の空間・・・・） 

 

• わかりやすいメッセージ＆言葉を使う 

   イノベーションを行動に移すためのヒント 

最後はやる覚悟！ 
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“年中夢求” 

皆様に感謝 

自分の意志に従いやりたい事を信念を持ってやり続ける人がいる。 

 

それに賛同した人々が集まってきて、新しい価値が生みだされる。 

 

最後に、外部の人たちがその価値に“イノベーション”と言う 

 

レッテルを貼る。 

 

皆さまの取り組みに期待しております 

 



 

 

 

 

竹林 一（たけばやし・はじめ） 

 

オムロン株式会社 技術・知財本部 SDTM推進室長 

 

 

京都、織物の町“西陣”で生まれる。 

デザインの道を目指していたが、ひょんなことから大学では情報心理学を専攻。 

 

“機械に出来ることは機械にまかせ、人間はより創造的な分野での活動を楽しむべきで

ある”との理念に感激してオムロンに入社。仕事の原点は“人のやる気”を基本に流通、

駅務事業における大型プロジェクトのプロジェクトマネージャを務める。 

 

以後、新規事業開発、事業構造改革の推進、オムロンソフトウェア代表取締役社長、 

オムロン直方代表取締役社長、ドコモ・ヘルスケア代表取締役社長を経て現職。 

各種委員会の諮問委員を務める。 

 

2016年 9月、日本プロジェクトマネージメント協会 特別賞受賞。 

 

趣味は街歩き。東京徒歩制覇、東京～京都徒歩制覇１５泊１６日等。 

 

著書に  

「モバイルマーケティング進化論」（共著：日経BP企画） 

「PMO構築事例・実践法」（共著：ソフト・リサーチ・センター） 

「利益創造型プロジェクトへの三段階進化論」（日経ビズテック）  

                            等  

 

 

 

 

 

講師プロフィール 


